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 大正３年、英国の熱帯医学者レイパーは

中国での調査後、日本を訪れました．前年

に日本の宮入・鈴木という研究者達が住血

吸虫という寄生虫の感染にはカイ（後にミ

ヤイリガイと命名）だけが中間宿主として

必要だと言うことを証明していたので、確

かめに来たのでした．日本での住血吸虫に

関する研究の進歩に彼は驚倒したという．

広島で採集したカイとネズミでの感染実

験を上海に帰る船上で行い、それが正しい

と知ったレイパーは直ちにアフリカでの

研究を企てました．そして他２種の住血吸

虫の中間宿主貝を見つけることに成功し

ました．２１世紀初めの現在、世界で２億

人の感染者がいる住血吸虫病感染に関す

る研究は桂田、宮入、藤浪といった日本人

によって始められたことを思い起こした

い．中でも，他の吸虫と違って、住血吸虫

感染にはカイだけが関わることを発見し

た宮入・鈴木の業績は大きい． 

 来年はミヤイリガイとその意義の発見

から１００年という節目にあたります．こ

れを記念して当記念館は３月に日本寄生

虫学会と協力してシンポジウムを東京で

開きます．更に１１月には宮入先生が教授

を務めていた九州大学医学部の図書館で

記念展示を実施する．それは単に過去の業

績を顕彰するだけで無く、今後の日本には

科学と技術の振興が如何に大切かを市民

特に若い人々に知って頂く趣旨です． 

 橋本首相がサミット会議で言い出し、世

界の寄生虫対策に日本が積極的に貢献す

るという橋本イニシアチブ（１９９８）は

有名です．世界保健機関（WHO）の多くの

会議でも今でも目にする名称です．最近

WHO は NTD（顧みられない熱帯病）という

概念で世界の寄生虫病など１７疾患（罹患

者１０億人）を強調しています．住血吸虫

病もその一つです．小さな NPO 法人である

宮入慶之助記念館を支えて下さっている

会員には、現在も住血吸虫病の流行地であ

るアフリカなどで防圧研究に従事してい

る熱帯医学者が多数おられます．記念館で

はそれらの方々の現地活動記録などを近

く館内に展示する予定です．明治開国の数

十年後から日本人によって始められた住

血吸虫病制圧研究の伝統が世界に貢献し

続けることを心から願います． 

カイ発見 100 周年にむけて              館 長   宮入源太郎 

中間宿主カイ発見 100 周年になる来年

は、この 100 年の歴史を振り返るとともに

住血吸虫症と人類をとりまく環境の現状

を考える活動を展開したいと考えていま

す。 

先人の努力により我が国では平成年代

になって各地に安全宣言、終息宣言が発せ

られましたが、世界各地では今も住血吸虫

とのきびしい闘いが続けられています。一

方、我が国ではこれに対する防疫体制が解

かれてこの病気に対する専門家もつぎつ

ぎと現役を退いていますが、地球の温暖化

や社会活動のグローバル化により我が国

の安全な状態が今後も維持できるのかと

心配する声もあります。宮入慶之助記念館

は北信濃の片隅にある小さな展示施設に

すぎませんが、開館して 13 年、多くの方々

のご支援により蓄積された私達の持てる

力の限りをつくして、一人でも多くの方々

にこの 100 年と現状について知っていた

だくことを目指して、２０１３年にはつぎ

のような計画をすすめています。 

皆様のご支援をよろしくお願いいたし

ます。 

○ 3 月 東京医科歯科大学(東京都文京区湯島)で開催される第 82 回日本寄生虫学会大会で 

巻頭言「来年はミヤイリガイ発見１００年記念」    名誉館長  多田 功 
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(1) 国立科学博物館による記念展示に協力 (2)市民公開シンポジウムに協力 

○ 6 月 国立科学博物館(東京都台東区上野)で開催される記念企画展に協力 

○ 8 月 * 目黒寄生虫館(東京都目黒区下目黒)での記念企画展示に協力 

    *長野市内で記念企画展(寄生虫のふしぎ)を開催 

○ 10 月 「宮入慶之助記念館だより」特集号を発行 

○ 11 月 九州大学医学図書館(福岡市東区馬出)で開催される記念企画展に協力 

「祖父 慶之助ゆかりの地」を尋ねてーその 2－         会員  宮入聰一郎 

 前回は慶之助が九州帝国大学に在勤時

代の住居（現福岡市中央区唐人町）を報告

しましたが、今回は退官後の住居を尋ねま

した。ここは旧町名「古小烏町 60」現町

名「中央区警固（ケゴ）3丁目 166」です。

慶之助一家は、彼が 60 才で退官する大正

14 年頃、約 20 年間暮らした枡小屋町から

古子烏町に移り住みました。その後、昭和

5年ごろ東京（旧地名「東京市北豊島郡上

練馬」）に転居し、昭和 17 年ごろ再び福岡

へ戻りました。 

太平洋戦争が激化した昭和 20 年 6 月の

福岡大空襲で庭に焼夷弾が落ちたことか

ら身の安全を考えてこの住宅を売却して、

妻ナヲを伴い故郷の信州・西寺尾村（現長

野市西寺尾）に疎開しました。 

筆者は祖父の家で生まれて疎開当時は

3才であったため、祖父母と和室で写した

写真と住居脇の坂道での写真があるもの

の当時の記憶はほとんどありません。 

記念館だより第 7 号（平成 19 年 6 月発

行）で佐伯仁子さんが「古小烏 宮入慶之

助先生旧宅付近を訪ねて」で当時の思い出

と平成18年に約64年ぶりに現地を訪れた

様子を執筆されています。この内容とこの

近くに住んでいた私の級友からの情報を

もとに平成 23 年秋この地番付近を歩いて

みました。 

古小烏動物園バス停留所から坂道を上

り周辺を歩きまわりました。周辺は一戸建

ての住宅が多い閑静な住宅地でしたが、大

体このあたりだろうと見当をつけた付近

ではこれといった住宅は見つからず、マン

ションの建設工事が行われているのが印

象に残った程度で、雨が激しくなってきた

ところで帰途につきました。売却してから

数えても 66 年、空襲でこのあたりも被害

があったはずですが旧宅が戦災を免れた

かどうかもわかりませんし今となっては

何も分かりません。帰宅してからインター

ネットの検索エンジン Google で検索して

みましたが、地番表示が変更になったらし

く特定することができませんでした。 

愛弟子とのツーショットーその 1－              研究員  宮入建三 

当館展示室に「温泉でくつろぐ慶之助」

というタイトルで下のような写真があり

ます。 

この写真に写っている人物は誰なのか、

今まで分かりませんでした。 

本年 5月 3日、静岡市に在住の高橋孝雄

さんが息子さんとお嬢さんとともに来館

されました。館内を館長がご案内している

うちにこの写真をみて、子供さん達が「ア

ッ、お祖父さんだ」と言われ、お父さんも

どれどれと覗きこみ、皆さんで感嘆のひと

ときでした。 

今回のご来館に際しての事前の連絡と

当日いただいた資料により、この写真の人

物は高橋孝雄さんの父上で故高橋操三郎

氏であることが分かりました。同氏は、九

州帝国大学医学部を大正 13 年(1924)に卒

業され、宮入慶之助のもとで助教授を勤め

られ、その後山口県の小野田日赤病院に移

られ、院長として定年まで勤められたとの
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ことです。調べてみると慶之助との共著論

文もあることが分かりました。 

ご一行の皆様のお話により、この写真は、

宮入慶之助と高橋操三郎とが山口県秋芳

洞で写されたものであることが分かりま

した。ご一行の来館により、私たちが知ら

なかったことがわかって、大変ありがたい

ひとときでした。 

操三郎氏は家族に慶之助の人徳や人柄

を大変尊敬していた話をされていたとの

ことです。 

今回、寄贈いただいた高橋操三郎著の論

文別刷「私の九大生時代の諸教授に思う」

(東京医事新誌、昭和 35 年 2 月号・3月号)

で慶之助に対する思いと人柄が表現され

ているのでご紹介します。 

 17, 宮入慶之助教授――衛生 

 私は、先生を評して「人格一世に高く、

識見俗を抜く」と嘗ての著書に書いている

が、先生の講義は、たしかに超俗的な所が

多かった。講義の際の弁舌に、態度に、容

姿に、私は、先生のすべてに、良い記憶の

み持っている。 

先生は、識見高き真性の学者として、又、

宮入貝－日本住血吸虫の中間宿主―の発

見者として、九大の声価を高からしめた第

一の人であった。先生は、私の卒業後、親

しく師事した最初の恩師である。当時、先

生の定年退職まで、僅か 1ヵ年余りではあ

ったが、その間、私の受けた感化は非常に

大きい。学生当時から、先生に私淑してい

た私は、親しく師事するや先生に心酔し、

精励し、研究に所能を傾けつくした。その

せいか、先生も特に私を愛せられた。そし

て、この師弟の敬愛親交は、先生の生涯を

通して続けられた。 (以下次号に続く) 

□ クリヤホルダ：平成 24 年 3 月 20 日 記念館所在地区を管轄する西寺尾区の年度総会で

区民に当館のクリヤホルダを配布・贈呈。 

□ 篠ノ井地区文化財説明板設置：3月 31 日 篠ノ井地区住民自治協議会により、篠ノ井

地区文化財説明板として当館の説明板が道路脇に設置されました。同時に、冊子「ウォ

ーキンクガイド&マップ」が発行され、当館が掲載されました。 

□ 第 64 回日本衛生動物学会大会での活動： 
3 月 29 日から 31 日まで信州大学繊維学部

(長野県上田市)で開催された日本衛生動物学

会大会会場の教室の一角で「宮入慶之助の業

績とミヤイリガイ」と題する展示活動をさせ

ていただきました。パネル 3 枚とカイ標本な

どを展示、記念館のパンフレットや記念館だ

よりの配布を行いました。（写真右） 

31 日午後は講堂で「住血吸虫の中間宿主は?

特に日本住血吸虫症のミヤイリガイ他」と題

する市民公開シンポジウムが石井 明氏が座

長で開催されました。講演テーマと講演者は次のとおりです。 

 * 日本のミヤイリガイを中心に、その分布と GIS による監視      二瓶直子 

 * 甲府盆地の宮入貝について                    薬袋 勝 

  * 中国の Oncomelania 属貝と日本住血吸虫症の動向          太田伸生 

 * メコン河のメコン住血吸虫症と中間宿主を中心に          松田 肇 

 * アフリカの住血吸虫症とその中間宿主               嶋田雅暁 

 * アフリカの中間宿主貝について                  野田伸一 

当館では、このシンポジウムの模様を長野市立博物館友の会ビデオクラブの協力を得て

DVD に記録して講演者に贈呈しました。 

今回の活動については、大会長の信州大学繊維学部平林公男教授に大変お世話になりま

 記念館活動記録 
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した。お礼申し上げます。 

□通常総会開催； 平成 24 年 6 月 9 日、ホテルサンルート長野東口会議室において平成

23 年度の通常総会が開催され、平成 23 年度の事業報告、同収支決算、平成 24 年度事業計

画が承認・可決されました。平成 23 年度の収支は、前期繰越 271,451, 収入 612,490, 

次期繰越 465,446 (数字単位はいずれも円) でした。会員状況は、正会員 24 名、賛

助会員 47 名です。今年度の事業計画の特徴は、カイ発見 100 年を記念するイベント・行

事の企画とその準備で、これについての具体的な討論が行われました。 

□九州大学で打合わせ：7 月 13 日 多田名誉館長と宮入館長が九州大学医学部(福岡市東

区馬出)の片野医学部長を訪問、来年医学図書館でカイ発見 100 年記念展示を開催すること

を提案、次いで医学図書館を訪問、関係者に挨拶。 
□建物補修：6月 27 日： 記念館の屋根(カラー鉄板)の補修塗装が完了。 

□寄生虫学会記念行事打ち合わせ：9月 25 日 館長が東京医科歯科大学で開催された第 82

回日本寄生虫学会大会でのカイ発見 100 年記念行事に関する準備会に出席。 

□エアコン設置：9月 30 日 記念館にエアコン据付が完了。 

 高橋 優三 

 次の方々からご支援をいただきました。厚くお礼申し上げます。 
寄 金  大島 芳正、高橋 孝雄、福田 初江、清永 孝、多田 功、 

石井 明、澁川 眞喜男 
記念館周辺美化  宮入 昭夫 

○この 6 カ月の間に図書館関係の専門家

の来館が 2回あり、それぞれ貴重なアド

バイスをいただきました。ひとつはディ

ジタルアーカイブの話、つぎは酸性紙を

使った書籍への対策のことでした。それ

ぞれについて当館も対策を考えたいと

思っていますが、それらに共通する事項

として考えなくてはならないのは情報

の記録媒体の今後についてです。 

  確かにパソコンの最新技術を使えば、

膨大な書籍・印刷物・写真などが薄い円

盤の中に詰め込むことができて保存・再

生が楽になりそうです。しかし、これら

の記録媒体である磁気ディスク、光ディ

スクなどへの情報記録は何年保証され

るのか、これに情報を書き込み・読み出

す装置は何年保証されるのか、少なくと

も 100 年以上は使い続けることができ

るのか、大変迷っています。それに比べ

れば紙は、古書店に行けば 200 年位前の

文書がざらにあることを考えるとまだ

まだ紙は重要な情報の記録媒体と言わ

ざるを得ません。また、動画や音声など

の保存も難しいと考えます。 

○最近、山本太郎氏の著書「感染症と文明

―共生への道」を読みました。その中で

「根絶は根本的な解決策とはなりえな

い。病原体との共生が必要だ。」という

言葉が中間宿主発見 100 年を考える上

で参考になるのではないかと考えさせ

られました。 

  賛助会員入会者   (次の方が賛助会員に入会されました。順不同、敬称略) 

ご支援へのお礼                     (順不同、敬称略) 

 編集後記 


